
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

一

九

三

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
九
三
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
緑
の
雇
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
緑
の
雇
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

森
林
を
適
正
に
整
備
及
び
保
全
し
、
林
業
を
持
続
的
か
つ
健
全
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
山
村
地
域
に
お
け
る
雇
用
を

創
出
す
る
た
め
に
は
、
新
規
林
業
就
業
者
の
確
保
及
び
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
に

お
い
て
は
、
緑
の
雇
用
事
業
と
し
て
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
は
緑
の
雇
用
担
い
手
育
成
対
策
事
業
を
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
は
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十

三
年
度
か
ら
は
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
適
切
に
執
行
す
る
た
め
に
必
要
な
額
を
計
上
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
度
の
緑
の
雇
用
担
い
手
対

策
事
業
で
は
、
当
該
事
業
に
よ
り
造
成
し
た
基
金
を
全
額
取
り
崩
し
、
同
年
度
の
予
算
と
合
わ
せ
て
執
行
す
る
こ
と
と
し
た

こ
と
か
ら
、
予
算
額
が
御
指
摘
の
よ
う
に
前
年
度
予
算
額
の
約
半
分
で
あ
る
約
二
十
九
億
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、
支
障
は
生
じ
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
の
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者

育
成
対
策
事
業
で
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
に
行
わ
れ
た
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
及
び
同
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会

議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
基
金
を
造
成
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ

一



れ
ま
で
の
緑
の
雇
用
事
業
の
内
容
を
検
証
し
助
成
対
象
等
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら
、
予
算
額
が
約
五
十
五
億
円
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業
に
よ
り
、
新
規
林
業
就
業
者
の
確
保

及
び
育
成
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
利
用
実
績
」
及
び
「
実
績
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
緑
の
雇
用
事
業
に
よ

り
実
施
し
た
新
規
林
業
就
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修
の
修
了
者
数
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
ご
と
の
�
平
成
十
五
年
度
か
ら
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
の
合
計
の
人
数
並
び
に
�
平
成
二
十
年
度
、
平
成
二
十
一
年
度
及
び
平
成
二
十
二
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の

人
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
人
数
に
つ
い
て
は
現
在
集
計
中
で
あ
る
。

北
海
道

�
四
百
二
十
五
人

�
三
十
七
人
、
六
十
二
人
、
八
十
一
人

青
森
県

�
五
百
七
十
九
人

�
三
十
七
人
、
五
十
九
人
、
六
十
人

岩
手
県

�
三
百
八
十
九
人

�
三
十
一
人
、
四
十
七
人
、
五
十
八
人

宮
城
県

�
三
百
十
一
人

�
二
十
六
人
、
三
十
七
人
、
三
十
八
人

二



秋
田
県

�
三
百
十
四
人

�
四
十
人
、
四
十
二
人
、
六
十
四
人

山
形
県

�
百
三
十
一
人

�
七
人
、
十
五
人
、
十
六
人

福
島
県

�
五
百
二
十
人

�
七
十
八
人
、
百
十
六
人
、
七
十
九
人

茨
城
県

�
百
五
十
七
人

�
十
四
人
、
二
十
八
人
、
二
十
六
人

栃
木
県

�
百
五
十
九
人

�
二
十
四
人
、
三
十
三
人
、
二
十
七
人

群
馬
県

�
二
百
七
人

�
十
九
人
、
四
十
四
人
、
三
十
一
人

埼
玉
県

�
五
十
八
人

�
九
人
、
十
五
人
、
十
九
人

千
葉
県

�
百
十
二
人

�
九
人
、
六
人
、
十
人

東
京
都

�
十
九
人

�
零
人
、
四
人
、
零
人

神
奈
川
県

�
四
十
人

�
七
人
、
十
人
、
十
八
人

新
潟
県

�
二
百
五
十
四
人

�
四
十
七
人
、
五
十
一
人
、
五
十
一
人

富
山
県

�
百
三
十
五
人

�
六
人
、
一
人
、
十
人

石
川
県

�
百
四
十
六
人

�
二
十
人
、
二
十
七
人
、
二
十
六
人

三



福
井
県

�
百
四
十
二
人

�
二
十
一
人
、
十
九
人
、
二
十
三
人

山
梨
県

�
百
六
十
一
人

�
十
七
人
、
十
九
人
、
二
十
二
人

長
野
県

�
四
百
六
十
七
人

�
五
十
九
人
、
九
十
七
人
、
六
十
一
人

岐
阜
県

�
二
百
二
十
五
人

�
二
十
一
人
、
四
十
三
人
、
二
十
八
人

静
岡
県

�
百
六
十
七
人

�
二
十
人
、
二
十
九
人
、
三
十
六
人

愛
知
県

�
百
二
十
三
人

�
十
七
人
、
二
十
八
人
、
二
十
四
人

三
重
県

�
百
四
十
四
人

�
十
六
人
、
十
八
人
、
十
九
人

滋
賀
県

�
七
十
二
人

�
四
人
、
八
人
、
十
一
人

京
都
府

�
九
十
三
人

�
二
人
、
六
人
、
四
人

大
阪
府

�
七
十
二
人

�
九
人
、
十
人
、
七
人

兵
庫
県

�
二
百
八
十
五
人

�
三
十
六
人
、
三
十
九
人
、
三
十
六
人

奈
良
県

�
二
百
二
十
人

�
二
人
、
五
人
、
七
人

和
歌
山
県

�
六
百
人

�
十
四
人
、
十
八
人
、
七
人

四



鳥
取
県

�
百
四
十
四
人

�
十
五
人
、
二
十
九
人
、
二
十
八
人

島
根
県

�
百
七
十
人

�
十
八
人
、
十
一
人
、
三
十
八
人

岡
山
県

�
百
四
十
三
人

�
十
九
人
、
十
九
人
、
二
十
二
人

広
島
県

�
二
百
十
五
人

�
二
十
三
人
、
十
六
人
、
三
十
六
人

山
口
県

�
百
七
十
人

�
十
六
人
、
二
十
九
人
、
二
十
五
人

徳
島
県

�
二
百
十
一
人

�
十
六
人
、
十
二
人
、
十
六
人

香
川
県

�
三
十
四
人

�
二
人
、
五
人
、
五
人

愛
媛
県

�
三
百
十
三
人

�
三
十
四
人
、
六
十
人
、
四
十
三
人

高
知
県

�
六
百
九
十
二
人

�
百
四
人
、
九
十
八
人
、
百
三
十
六
人

福
岡
県

�
百
五
十
四
人

�
十
五
人
、
三
十
人
、
三
十
一
人

佐
賀
県

�
九
十
九
人

�
十
一
人
、
十
二
人
、
十
六
人

長
崎
県

�
八
十
四
人

�
十
三
人
、
十
三
人
、
十
人

熊
本
県

�
三
百
八
十
一
人

�
四
十
二
人
、
六
十
二
人
、
六
十
六
人

五



大
分
県

�
三
百
七
十
四
人

�
三
十
六
人
、
四
十
一
人
、
四
十
二
人

宮
崎
県

�
八
百
九
十
五
人

�
六
十
三
人
、
七
十
三
人
、
七
十
六
人

鹿
児
島
県

�
六
百
三
十
七
人

�
六
十
九
人
、
九
十
八
人
、
百
三
人

沖
縄
県

�
五
十
七
人

�
五
人
、
五
人
、
六
人

三
に
つ
い
て

二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
都
道
府
県
ご
と
の
修
了
者
数
の
差
は
、
都
道
府
県
ご
と
の
森
林
面
積
の
違
い
等
に
よ
り
生
じ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
緑
の
雇
用
事
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
都
道
府
県
ご
と
の
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
規
林
業

就
業
者
の
確
保
及
び
育
成
の
た
め
に
必
要
な
額
を
確
保
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六


